
県南東部

2030年

（再掲）

0～14歳 15～64歳 65歳～

数 増加率 数 増加率 数 増加率

2020年 916,760 1 113,550 1 542,182 1 261,028 1

2025年 897,452 0.9789 104,101 0.9168 529,057 0.9758 264,294 1.0125

2030年 876,658 0.9563 95,398 0.8401 515,936 0.9516 265,324 1.0165

2035年 853,013 0.9305 90,242 0.7947 494,491 0.9120 268,280 1.0278

2040年 825,869 0.9009 88,264 0.7773 456,509 0.8420 281,096 1.0769

2045年 796,770 0.8691 85,268 0.7509 429,097 0.7914 282,405 1.0819

2050年 767,701 0.8374 80,445 0.7085 408,091 0.7527 279,165 1.0695
（再掲）

65～74歳 75～84歳 85歳～

数 増加率 数 増加率 数 増加率

2020年 123,688 1 89,856 1 47,484 1

2025年 104,487 0.8448 107,601 1.1975 52,206 1.0994

2030年 99,996 0.8085 104,424 1.1621 60,904 1.2826

2035年 104,709 0.8466 89,073 0.9913 74,498 1.5689

2040年 120,658 0.9755 86,163 0.9589 74,275 1.5642

2045年 121,023 0.9785 91,017 1.0129 70,365 1.4819

2050年 104,168 0.8422 105,661 1.1759 69,336 1.4602

※増加率は、令和2（2020）年の人口を1としたときの割合
増加率が1以上

太字 ピーク
（資料：国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」（令和5年推計））

　　　※グラフは国立社会保障・人口問題研究所が令和5年に公表した、都道府県・市区町村別の男女･年齢（5歳）階級別将来推計人口
　　　　から集計したもの。

県南東部圏域の将来推計人口と増加率
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県南東部圏域の人口構造の変化
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岡山市の人口構造の変化
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歳）階級別将来推計人口か

ら集計したもの。
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（単位：人） 玉野市の人口構造の変化
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（単位：人） 吉備中央町の人口構造の変化
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入院および外来患者数の将来推計（県南東部圏域）

資料：産業医科大学公衆衛生学教室地域別人口変化分析ツール（https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1）より作成
（※）国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」（令和５年推計）、厚生労働省「患者調査」（令和２年） による推計
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入院および外来患者数の将来推計 （再掲）岡山市

資料：産業医科大学公衆衛生学教室地域別人口変化分析ツール（https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1）より作成
（※）国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」（令和５年推計）、厚生労働省「患者調査」（令和２年） による推計
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入院および外来患者数の将来推計 （再掲）玉野市

資料：産業医科大学公衆衛生学教室地域別人口変化分析ツール（https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1）より作成
（※）国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」（令和５年推計）、厚生労働省「患者調査」（令和２年） による推計
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入院および外来患者数の将来推計 （再掲）備前市

資料：産業医科大学公衆衛生学教室地域別人口変化分析ツール（https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1）より作成
（※）国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」（令和５年推計）、厚生労働省「患者調査」（令和２年） による推計

-7-



入院および外来患者数の将来推計 （再掲）瀬戸内市

資料：産業医科大学公衆衛生学教室地域別人口変化分析ツール（https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1）より作成
（※）国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」（令和５年推計）、厚生労働省「患者調査」（令和２年） による推計
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入院および外来患者数の将来推計 （再掲）赤磐市

資料：産業医科大学公衆衛生学教室地域別人口変化分析ツール（https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1）より作成
（※）国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」（令和５年推計）、厚生労働省「患者調査」（令和２年） による推計
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入院および外来患者数の将来推計 （再掲）和気町

資料：産業医科大学公衆衛生学教室地域別人口変化分析ツール（https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1）より作成
（※）国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」（令和５年推計）、厚生労働省「患者調査」（令和２年） による推計
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入院および外来患者数の将来推計 （再掲）吉備中央町

資料：産業医科大学公衆衛生学教室地域別人口変化分析ツール（https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1）より作成
（※）国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」（令和５年推計）、厚生労働省「患者調査」（令和２年） による推計
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